
次号予告

特集 ソフトウェア/アルゴリズムの権利保護
をめぐって

ソフトウェア/アルゴリズムの特許による保護

一一技術的立場からの提言一一
……三次衛(富士通エフ・アイ・ピー)，

岡伸夫(富士通)
侵害のパラドックス

侵害の倫理についてのエンジニアの見方

… Douglas Brotz (Adobe Systems, Inc.) 
ソフトウェアの抽象化指向特性と特許

・・・・玉井哲雄(東京大学)

法は保護不能な対象を追い求める言語同断の愚か者
なのか?

…Andy lohnson.Laird (Johnson.Laird, Inc.) 
暗号と知的所有権 …・・辻井重男(中央大学)
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編集後記・町はすっかり真夏です. うだるような暑さの

外を見ながら，編集後記を書いています.今年は冷夏と

の予想でしたが，去年と向様に暑い夏のようです.毎日

のように夕立があり，まるで東京が熱帯にあるかのよう

です.きて，今号では，同ーのスキャンパネルデータを

用いた，シェア予測のコンペが行なわれています.参加

者，グループそれぞれが各々のアイディアにもとづいて，

データの解析・モデル化を行ない，その結果を比較する

という非常に厳ししかっユニークな試みです.全〈同

じ問題・データに対してこれほどたくさんのアプローチ

方法があるものかと感心することしきりでした.それぞ

れのモデル化の工夫に感嘆しながら，これらの論文の基

礎になっているデータについて考えました.最近では，

情報化の進展により，データを大量に， しかも迅速に収

集することは，設備さえ整っていればそれほど難しくは

ないことになってきたように思われます. しかし，あら

かじめ誰かの意志にもとづいて，集計されたデータでは

なし生のデータそのものに直接アクセスすることがで

きれば，その中から，見落としがちな情報を抽出したり，
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その意味することを見いだしたりするのは OR のもっと

も得意とするところです・漠然と考えているうちに，今

後はデータの中から問題自身を発見するような作業が必

要になるのではないか， と感じました.問題が与えられ

た所からスタートするのではなし問題自身を探すため

の OR と言えましょう.これができれば，受身の OR か

ら歩進んだ見地に到達できるような気がするのてす

が，いったいどのようにしたら良いのか，見当もつきま

せん.今年度より編集委員をやらせていただし、ておりま

すが，いきなり編集後記を書けとの指令が下りました.

しかし，何しろまだ右も左もよくわかっておりません.

先日，企画会議ということで，編集の方針などを徹底的

に議論したのですが， I誰が読んでも楽しくて有用とな

る j という方向と「学会の人のイエロ一ページとして，

活用できる」という A見相矛盾する 2 つの方向性を模索

しながら編集活動を行なってゆく必要があることだと痛

感いたしました.今後ともよろしくお願いいたします.

(佐賀井重雄)
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